
“運転中に大規模災害が発生した場合”や“道路
上に車両をおいて避難する場合”は下記に従っ
た対応を行って下さい。

急ハンドル、急ブレーキを避けて出来るだけ
安全な方法で道路の左側に停止させる。

道路の左側に寄せて駐車する。

車両移動中に大規模災害が
発生したら

従業員は大規模災害発生時において、通常の
自宅を出発する時間になるまで自宅で待機し、
会社からの指示に従い出社して下さい。
なお、会社と連絡が取れない場合は公共交通網
や二次災害に遭う危険性に関する情報を十分
に収集した上で、自ら出社可否の判断をして
下さい。

出社基準について

外出先・出張先からの帰社について

通信手段の確保について
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政府、報道機関、民間企業などが大規模災害発生
時に活用できる各種ツールを開発し、無償提供し
ています。必要に応じてこれらのツールをインター
ネットで検索し、有効活用して下さい。

Yahoo! Japan 防災速報
国土交通省 防災情報提供センター
気象庁 地震情報
気象庁 台風情報
気象庁 アメダス
気象庁 危険度分布
Yahoo! Japan 天気・災害 雨雲ズームレーダー
日本道路交通情報センター
トヨタ自動車株式会社 通れた道マップ

5大規模災害発生時に活用できる各種ツール

災害被害が発生している場合は、自らの生命
の安全確保を最優先に行動し、事業所周辺地
域の安全が確認されてから帰社して下さい。

災害等の非常時において電話が混み合い、
通信規制が実施される場合であっても、公衆
電話は通信規制の対象外として優先的に取り
扱われます。公衆電話の設置場所はWEBサイト
で公開されていますので、「NTT公衆電話設置
場所」をキーワードとしてインターネットで
検索し、最寄りの公衆電話を使用して下さい。

いずれの場合においても“人命を最優先”とし“パニックを起こ
さず冷静に行動する”ことが重要です。

運転中に大規模災害が発生した場合の行動

道路上に車両をおいて避難する場合の注意点

停止後は、ラジオで災害情報や交通情報を聞き、
その情報や周囲の状況に応じて行動する。
駐車はできるだけ道路外の場所において、
避難する人や緊急車両の妨げにならない場所
にする。
車両をおいて避難するときは、できるだけ
道路外の場所に移動しておく。

エンジンを止め、キーを付けたままにする。
（通行の妨げになった時に移動させるため）
窓をしっかり閉め、貴重品（ノートパソコンや
機密文書などを含む）を車内に残さない。

連絡先が分るように名刺やメモなどを残して
おく。

ドアをロックしない。

会社の指示に従い行動して下さい。

本ハンドブックの内容に従い行動して下さい。

就業時間内に大規模災害が発生したら

就業時間外に大規模災害が発生したら

お問い合わせ対応について

※対応の例
「大地震発生による対応に伴い、製品・サービスの供給
　責任に関するお問い合わせについては専用窓口を設置
　して対応を行います。大変恐れ入りますが、弊社から
　のご案内をお待ち下さい。」 

４地震が発生したら

1窓ガラスや看板などの落下物に注意
し、手荷物などで頭部を守り、最寄の
広場や避難場所へ避難しましょう。

2

屋内にいる場合屋外にいる場合

イラスト提供：日本シェイクアウト提唱会議

震度3程度の地震でも大津波が発生
した事例があることから、津波の
浸水想定がある地域では、小さな揺れ
でも避難することを最優先に考えま
しょう。

津波が発生した場合は、「“遠く”よりも
“高く”」を意識して避難しましょう。
避難にあたっては津波避難ビルもしく
は避難に適した建物（鉄筋コンクリート
造りで３階建て以上の建物）の３階
以上に避難しましょう。

津波の発生が考えられる場合
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避難にあたっては建設中や老朽化して
いる建物から離れて移動しましょう。

安全行動三原則「まず低く」「頭を守り」
「動かない」に従い、窓際やキャビネット
などから離れて、机の下などに入り身を
守りましょう。

揺れがおさまったら扉や窓を開けて
避難経路を確保するとともに火元と
なる場所（給湯室など）の確認を行ない
ましょう。

エレベーター内で揺れを感じたら、全て
の階のボタンを押し、停止した階で降り
ましょう。なお、エレベーターに閉じ
込められたときは、無理に天井などから
出ようとせず、非常ボタンを押して救助
を待ちましょう。
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当社の事業が中断した場合、多数のお客様から
“製品・サービスの供給責任を問われる事態”に
陥ることが想定されます。従業員はお客様に
対して不確定な情報の開示や納期回答などを
行ってはいけません。必ず会社と連携を図って
下さい。

社 員 番 号：

会  社  名：

所　　   属：

氏　   　名：

製作：ミネルヴァベリタス株式会社

血  液   型：

持　      病：

当社の“事業継続に大きな影響を与える可能性がある脅威”が発生した場合、必要に応じて
会社が従業員に対し、メールを用いて、各種情報（警報・注意報、脅威に関する情報、避難情報、
出社・帰宅に関する情報など）を提供します。メールを受信した従業員は、必ずその内容を
確認し、速やかに確認した旨を返信して下さい。

会社が従業員に対し、電話またはメールによる安否確認を実施します。メールを受信した
従業員は、必ずその内容を確認し、速やかに回答（被災状況、出社・帰宅の可否、支援の
必要性の有無など）を返信して下さい。
※安否確認の回答が得られない場合は、安否不明者として扱われますので、被災状況を
　問わず、必ず回答をして下さい。

本ハンドブックは、当社が大規模災害（南海トラフ巨大地震や豪雨による浸水害など）の発生時
において、従業員が混乱することなく迅速に初動対応を実施し、速やかな事業復旧へ繋げること
を目的として作成されました。

下記の “脅威” が発生した場合は、安否確認を実施します。
安否確認実施後は、速やかにBCP対応に移行して下さい。

京都市において “震度 5 弱以上の地震” が観測された場合

“地震以外のその他の脅威 ” が発生し、従業員の安否確認を実施する必要性がある場合

安否確認

情報提供

ハンドブックの目的

B C P 対 応
ハンドブック

大規模災害発生時の連絡体制

TEL .

TEL .

家族との取り決め

 家族の連絡先

 最寄の避難所
避難所：

避難所：

※家族で定期的に取り決めを確認しあいましょう。

 その他

伝言の録音

をダイヤルします

伝言の再生

アナウンスに従い
伝言を録音する

アナウンスに従い
伝言を再生する

ガイダンスが流れます
「こちらは災害用伝言ダイヤルです」

家族と取り決めた下記の番号をダイヤルします。

自動で終話します

伝言可能件数：１電話番号につき最大２０件
録 音 時 間：１件につき３０秒以内
伝言保存期間：提供期間終了まで

※「3」「4」は暗証番号の設定なので使用しないこと

1 2録音
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再生

災害用伝言ダイヤル使用手順
家族との連絡手段

下記の “脅威” が発生した場合は、情報提供を実施します。
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